
 

茨城県南水道企業団優秀建設業者 

令和６年度 受賞一覧 
 

土木部門 

年度 受賞工事件名 受賞業者名 

令和 4年度 
県南水新工第 5-32号 

配水管布設替工事 
株式会社サカエ 

令和 5年度 
国補県南水新工第 5-1号 

配水管布設替工事 

株式会社山田組 

藤代営業所 

令和 5年度 
国補県南水新工第 5-2号 

配水管布設替工事 

エム・ケイ・アール株式会社 

取手支店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 
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茨城県南水道企業団 

 

 

 

 

 



茨城県南水道企業団表彰要綱 

 

 

目的                                  

茨城県南水道企業団が発注する建設工事を誠意をもって適正に施工し、特に 

優秀な成績で完成させた建設業者を企業長が表彰することで、建設業者の施工

意欲を向上させ、建設工事の質をより高めることを目的にしています。 

 

表彰部門                                       

 1 土木部門 

 2 その他部門 

 

表彰の対象                                

表彰の前年度において建設工事を完成させたものであって、次のいずれかに

該当する者とします。 

1 適正な工程管理により工期内に完成させ、かつ、施工技術が優秀と認め

られる者 

2 高度な技術を必要とする工事を旺盛な責任感をもって工期内に完成させ、

かつ、施工技術が優秀と認められる者  

 

必要要件                                 

1 請負金額が 500万円以上の工事であること。 

2 給水区域内に本店、支店又は営業所を有する請負者であること。 

3 表彰年度の前年度に完成した工事であること。 

4 当該工事成績評定点が 80点以上であること。 

5 表彰対象年度の初日から表彰の日までの間に、指名停止の措置要件に該

当せず、または、該当するおそれがないこと。 

6 表彰対象年度の初日から表彰の日までの間において、企業団が発注した

工事で、65点未満の工事成績評定点を受けていないこと。 

 

 

 

 

 

 



令和 6年度 茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 

令和 4年度 県南水新工第 5-32号 

配水管布設替工事 

着工前 

 
完成 

 

請負業者：株式会社サカエ 

工事場所：牛久市南 4丁目 22-15番地先～南 4丁目 15-20番地先間 

請負金額：106,590,000円 

表彰理由： 本工事は、団地内における老朽管を布設替する工事であります。地域住民へは 

事前に細い工程をお知らせするビラを配布することで、住民への配慮と安全管 

理に努め、円滑に現場を進めました。 

また、発注者と事前協議、打合せを入念に実施し、綿密な計画と的確な工程管理を

行い、工期に余裕をもって工事を完成させました。 



令和 6年度 茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 

令和 5年度 国補県南水新工第 5-1号 

配水管布設替工事 

着工前 

 

完成 

 

請負業者：株式会社山田組 藤代営業所 

工事場所：取手市神住 20番地先～配松 421番地先間 

請負金額：120,862,170円 

表彰理由： 本工事は、老朽管を耐震管へ布設替する工事であります。現場は交通量の多い県

道であり、施工中は工事看板、規制帯、交通誘導員を状況に応じて適切に配置し、危

険が予測される際は即座に改善を図るなど安全管理が優れていました。また、熱中

症対策として空調設備を完備した休憩所を設け、率先して作業員に休息を取らせ、

塩分補給剤を常備するなど対策を講じていました。さらに、本日の作業内容及び安

全巡視点検を記録した施工管理日報を作成し、現場及び工程管理を徹底し、工事を

完成させました。 



令和 6年度 茨城県南水道企業団優秀建設業者表彰 

令和 5年度 国補県南水新工第 5-2号 

配水管布設替工事 

着工前 

 

完成 

 
請負業者：エム・ケイ・アール株式会社 取手支店 

工事場所：取手市配松 421番地先～配松 343-3番地先間 

請負金額：202,840,000円 

表彰理由： 本工事は、老朽管を耐震管へ布設替する工事であります。現場は交通量の多い県

道であり、且つ隣接して下水道工事が行われていましたが大型車両の出入り等を綿

密に協議し、安全に施工管理をしていました。また、設計図面と現地において差異

が生じた際には、現場代理人自らの裁量により、現場の条件に最も適した工法を提

案・採用され、難度の高い現場を完成させました。 


